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一一一遠賀都消防署に新鋭消防車を寄贈－

このたび、違質那消防署に社団法人日本掛喜保険協会から新鋭消防i頂雄雌され、去る16日入魂式が行な

われ○違斑雪、と命名されました。この消防叫ま最新殺拙こよる辞擁能ilLで、油火災用消火機材も装傭して

おり、咽消防i啓の消防力に一段と威力を加えました。
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人のうこき（謹繰言基）

人　　口　　9．912人　（＋8）

男　　　　4，709　　（一十0）

女　　　　5，203　　（－18）

憤指数　　2．607戸　（一日0）

（）内は前月比

完∴〃∴六　一　八一一
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4月のこよみ

世
界
依
継
デ
ー

姐
人
の
〓
　
購
入
週
間

メ
ー
ト
ル
法
公
布
記
念
日

発
明
の
日

逓
信
記
念
「
l
　
郵
政
週
間

身
体
陛
雷
名
福
祉
法
記
念

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和

捉
念
自

大
墨
誕
生
口
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昭
和
4
8
年
度
予
算
き
ま
る

脊

髄

六

億

一

千

万

円

憩
の
家
、
道
路
整
備
に
一
億
九
千
万

三
月
定
例
韻
会
が
去
る
三
月
十
日
招

集
さ
れ
、
昭
和
四
十
八
年
度
一
般
会
計

予
舞
策
を
は
じ
め
十
六
議
案
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
三
月
二
十
六
日
全
滅
集

の
審
議
が
終
り
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま

した。特
に
四
十
八
年
度
は
道
路
整
棚
引
薬

に
重
点
が
憤
か
れ
、
防
衛
施
設
周
辺
道

路
整
備
部
築
、
産
炭
地
域
開
発
就
労
事

業
、
炭
鉱
離
職
者
緊
急
就
労
対
策
専
業

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
道
路
駆
価
事
業
が
行

な
わ
れ
、
総
額
一
億
七
千
万
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
老
人
福
祉
対
策
と

し
て
憩
の
家
建
設
に
二
千
万
円
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
。

な
お
今
回
可
決
さ
れ
た
議
案
は
次
の

と
お
り
で
す
。

○
専
決
処
分
の
承
忍
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

同
和
対
策
部
業
と
し
て
実
施
す
る
道

路
盗
掘
商
業
の
工
事
費
に
つ
い
て
専

決
処
分
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

○
遠
賀
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
原
案
可
決
）

各
種
委
員
会
委
員
な
ど
非
常
勤
特
別

職
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
が
増
額
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

○
遠
貨
町
消
防
団
貝
の
定
員
任
用
給
与

分
限
及
び
懲
戒
、
服
務
等
に
関
す
る

条
例
の
一
都
改
正
に
つ
い
て

（
原
案
可
決
）

消
防
団
の
再
編
成
の
た
め
段
階
的
経

過
捲
檻
と
し
て
の
定
数
減
及
び
各
藤

出
動
に
対
す
る
手
当
が
増
額
さ
れ
ま

した。

○
遠
賀
町
町
営
住
宅
群
理
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
　
　
（
原
案
可
決
）

公
営
住
宅
法
の
規
定
に
悲
づ
き
、
高

額
所
得
者
に
対
す
る
割
増
貨
料
徴
収

の
適
用
が
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
遠
賀
町
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

戸
籍
の
証
明
の
減
免
に
つ
い
て
、
そ

の
適
用
範
囲
を
広
め
ま
し
た
。

○
逓
質
印
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

固
定
資
産
税
の
税
率
引
下
げ
（
百
分

の
一
・
四
）
と
、
附
則
を
整
理
改
正

し
ま
し
た
。

0
遠
賀
即
国
民
年
金
印
紙
売
り
さ
ば
き

兆
金
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
原
案
可
決
）

国
民
年
金
印
紙
購
入
の
た
め
の
通
用

基
金
の
総
額
を
増
額
す
る
た
め
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

○
遠
賀
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
　
　
（
原
案
可
決
）

老
人
福
祉
法
に
基
づ
く
老
人
ホ
ー
ム

収
容
者
で
被
扶
発
着
と
し
な
い
者
の

規
定
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
福
岡
県
市
町
村
災
害
共
済
基
金
組
合

の
設
立
に
つ
い
て
　
（
原
寮
可
決
）

稲
梱
螺
内
の
金
高
町
村
が
互
助
共
済

の
方
式
に
よ
っ
て
災
害
の
費
用
に
充

て
ろ
た
め
の
談
立
金
に
関
す
る
専
務

を
共
同
処
理
す
る
た
め
組
合
設
立
の

規
約
が
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

0
中
岡
市
外
ニ
ケ
町
山
田
川
水
利
組
合

規
約
の
一
郎
改
正
に
つ
い
て

（
原
案
可
決
）

組
合
監
査
委
員
二
名
を
二
名
に
、
又

分
賦
金
を
均
等
割
合
で
分
賦
す
る
こ

と
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

0
昭
和
四
十
八
年
度
遠
質
町
一
般
会
計

予
算
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

総
額
∴
六
一
〇
、
二
七
〇
千
円

○
雌
和
四
十
八
年
蝮
遠
賀
町
国
民
鯉
陳

保
険
串
菓
特
別
会
計
予
算（原

簗
可
決
）

総
額
∴
∴
七
七
、
七
九
六
千
円

○
蝿
和
四
十
八
年
度
遠
賀
町
農
業
共
済

事
業
特
別
会
計
予
算
（
原
案
可
決
）

総
額
　
一
七
、
五
九
九
千
円

○
昭
和
四
十
七
年
度
遠
賀
町
一
般
会
計

補
正
予
算
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

補
正
額
　
　
三
、
八
一
八
千
円

○
昭
和
四
十
七
年
度
遠
賀
町
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
筑

補
正
額
一
〇
、
四
八
七
千
円

○
昭
和
四
十
七
年
度
遠
賀
町
授
業
共
済

都
築
特
別
会
計
補
正
予
算

補
正
額
　
　
三
、
〇
二
四
千
円

「
た
ば
こ
」
は
町
内
の
店
で

た
ば
こ
消
費
税

「
0
0
0
万
円

地
方
税
法
化
よ
り
、
日
本
尊
売
公
社

が
町
内
の
小
売
人
に
売
渡
し
た
、
た
ば

こ
の
本
数
に
よ
り
、
税
金
を
町
に
納
入

す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
を
「
た
ば
こ
網
嬉
税
」
と
い
い

ます。こ
の
本
数
は
、

経
巻
た
ば
こ
　
一
木
＝
一
本

刻
み
た
ば
こ
　
一
㌘
＝
一
本

難
巻
た
ば
こ
　
一
本
＝
一
〇
本

パ
イ
プ
た
ば
こ
　
一
色
＝
五
〇
本

に
換
算
し
本
数
を
出
し
ま
す
。

又
一
本
当
り
単
価
は
、
全
国
小
義
定

価
の
合
計
額
を
日
本
尊
売
公
社
が
改
造

し
た
た
ば
こ
本
数
で
除
し
た
紙
（
4
7
年

度
は
四
円
九
銭
四
厘
）

以
上
で
税
金
を
か
け
る
基
礎
額
が
出

ま
す
。
こ
れ
を
課
税
轢
準
頬
と
い
い
ま

す
。
こ
の
課
税
標
準
額
に
税
率
（
計
分

の
一
八
・
一
）
を
乗
じ
て
説
金
を
卸
し

ま
す
。
尚
県
は
別
に
（
自
分
の
一
〇
・

三
）
の
税
金
を
か
け
ま
す
。

こ
の
税
金
は
口
本
尊
売
公
社
が
毎
月

計
算
し
て
即
に
納
め
ま
す
が
、
遠
質
町

内
で
は
毎
月
一
四
〇
九
本
位
の
販
売
が

あ
り
、
月
平
均
i
0
0
カ
円
の
税
金
が

町
の
収
入
に
な
っ
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
連
動
を

三
六
五
日
展
開
し
ま
し
ょ
う

「
幼
児
横
断
中
バ
イ
ク
に
は
ね
ら
れ

て
即
死
」
…
‥
・
こ
の
様
な
交
通
事
故

の
記
事
が
報
導
さ
れ
な
い
照
が
な
い
現

代
社
会
で
、
ま
き
に
毎
日
が
交
通
戦
争

の
世
の
中
で
す
。

番
の
交
通
安
全
週
胸
、
或
い
は
秋
の

交
通
安
全
週
間
と
、
国
や
県
、
品
∵
問

杓
、
各
謡
団
体
が
交
通
安
全
に
カ
を
入

れ
て
も
依
然
と
し
て
交
通
部
故
が
続

き
、
尊
い
人
命
を
失
い
、
ま
た
一
生
廃

人
同
様
と
な
る
人
の
数
は
相
当
数
で
あ

り
ま
す
。
仙
人
の
今
日
の
交
通
事
故
は
、
明
日

は
我
が
身
に
ふ
り
か
か
る
交
通
地
獄
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

今
年
も
春
の
交
通
安
全
福
岡
県
民
運

動
が
四
月
六
ロ
コ
か
ら
十
日
間
実
施
さ
れ

ま
し
た
が
、
運
動
期
間
だ
け
で
済
ま
さ

れ
る
も
の
で
は
交
通
埴
故
の
撲
滅
は
で

き
ま
せ
ん
。

一
〈
1
二
六
五
H
が
交
通
安
全
運
動
期

間
と
で
？
立
場
で
一
人
一
人
が
証
し
い

交
通
ル
ー
ル
を
習
慣
づ
け
交
通
事
故
の

な
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
交
通
安
全
Ⅲ

動
を
展
開
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か。○
世
界
の
願
い
、
交
通
安
全

○
せ
ま
い
日
本

そ
ん
な
に
急
い
で
　
ど
こ
へ
行
く

○
た
し
か
め
て

ま
た
た
し
か
め
て
　
ハ
イ
横
断

○
ぼ
く
し
な
い

ど
う
ろ
の
と
び
だ
し
わ
る
ふ
ざ
け

老
人
医
療
に
つ
い
て

現
在
七
〇
才
以
上
の
ほ
と
ん
ど
の
万

の
匪
感
賞
は
無
料
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
県
外
の
病
院
に
て
診
察
を
受
け
る

勘
合
に
は
、
現
住
手
持
の
医
嬢
諦
（
受

給
考
証
）
の
他
に
役
場
よ
り
別
の
用
紙

を
受
領
の
士
、
県
外
の
病
院
へ
提
出
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

該
当
す
る
時
は
役
場
厚
生
課
で
受
領
願

い
ま
す
。
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昭
和
他
年
度
県
委
託

老
人
大
学
請
座
開
設

l
老
人
大
学
静
座
開
設
の
趣
旨

こ
の
大
学
講
座
は
商
会
者
の
方
へ
学

習
や
社
会
活
動
参
加
へ
の
機
会
を
与

え
、
豊
か
な
生
活
体
験
を
生
か
し
な

が
ら
身
体
的
、
鰭
神
的
能
力
の
維
持

発
展
を
助
長
し
、
よ
ろ
こ
び
と
自
信

を
も
っ
て
、
生
き
が
い
の
あ
る
生
活

を
創
り
出
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
設
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

2
開
設
者

福
岡
県
教
育
委
員
会

北
九
州
遠
賀
中
間
地
区
老
人
大
学
講

座
運
営
委
員
会

3
開
設
の
場
所
　
遠
賀
農
芸
高
校

4
対
象
地
域
∴
∴
市
岡
市
、
遠
賀
郡

5
対
象
者
　
　
六
〇
才
以
上
の
男
女

6
募
集
期
間
　
　
4
月
下
旬
～
5
月
中

旬

7
閑
静
式
　
　
　
5
月
5
2
日
頃
の
予
定

8
募
集
人
員
　
一
〇
〇
名

9
大
学
講
座
学
生
募
集
要
項
並
び
に
印

込
用
紙
は
4
月
下
旬
各
地
区
老
人
ク

ラ
ブ
会
長
さ
ん
ま
で
お
届
け
し
ま
す

1
0
受
諾
科
は
無
料
、
但
し
交
通
費
、
中

食
は
自
費
と
す
る
。

※
な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
老
人
ク
ラ
ブ

を
通
じ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

次
の
よ
う
な
該
当
者
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
申
講
す
れ
ば
一
年
間
保
険
料
の
支

払
い
を
免
除
さ
れ
ま
す
の
で
手
続
を
さ

れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（該当者）

一
、
所
得
が
な
い
と
き
。

二
、
世
帯
員
の
中
で
生
活
保
護
法
に
よ

る
生
活
扶
助
以
外
の
扶
助
又
は
、
ら

い
予
防
法
に
よ
る
こ
れ
に
相
当
す
る

援
助
を
受
け
る
と
き
。

三
、
地
方
税
法
に
定
め
る
障
害
者
で
あ

っ
て
、
年
間
の
所
得
が
政
令
で
定
め

る
額
以
下
で
あ
る
と
き
。

四
、
地
方
税
法
に
定
め
る
寡
婦
で
あ
っ

て
、
年
間
の
所
得
が
政
令
で
定
め
る

絨
以
下
で
あ
る
と
き
。

五
、
そ
の
他
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
と
き
。

（手続）四
月
三
十
日
遙
役
場
厚
生
課
福
祉
係

に
印
鑑
、
申
請
曹
（
役
場
に
あ
る
）

を
提
出
し
、
串
誰
を
し
て
く
だ
さ

国
民
年
金
保
険
料
申
請
免

除
の
手
続
き
に
つ
い
て

児
壷
手
当
は
次
の
要
件
に
該
当
す
る

場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
ま
だ
講

求
さ
れ
て
な
い
万
、
及
び
今
後
該
当
さ

れ
た
場
合
は
至
急
手
続
を
行
な
っ
て
下

さ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

記

○
受
給
要
件

一
、
十
八
才
未
満
の
児
童
が
三
人
以
上

有る。

二
、
児
童
の
門
一
名
か
醐
和
三
十
八
年

四
月
二
円
以
後
出
桂
で
あ
る
こ
と
。

三
、
児
童
の
謎
育
者
の
所
得
が
非
猫
額

以
下
で
あ
る
こ
と
。

○
手
当
額

児
蛍
一
二
人
目
よ
り
一
人
に
つ
き
、
月

額
三
〇
〇
〇
円
。

○
手
続
方
法

役
場
厚
生
課
へ
イ
ン
カ
ン
持
参
下
さ

い
　
（
勤
務
者
は
厚
生
年
金
加
入
番
号

又
は
、
組
合
員
証
の
記
号
番
号
が
必

要
で
す
。

闘
、
公
務
員
、
三
公
社
等
は
そ
の
事
業

所
に
て
手
続
し
て
下
さ
い
。

言
葉
か
・
ら
の
　
m

I
　
　
　
お
知
ら
せ
　
0
0

「

…

…

…

．

i

i

．

三

．

〟

．

”

墨

…

…

…

」

圏
閉
園
国
閉
園

へ
彩
ミ
ヤ
硬
球
藤
子
夕
波
婆
巴
車
体
息
）

こ
の
看
板
の
か
か
け
て
あ
る
と
こ
ろ

は
警
察
の
公
衆
連
絡
所
で
す
。
繋
繁
に

対
す
る
、
ご
愚
見
、
ご
要
望
、
相
談
し

た
い
こ
と
、
困
っ
た
こ
と
、
な
や
み
ご

と
、
そ
の
ほ
か
小
さ
な
こ
と
な
ど
を
備

付
け
て
あ
る
簿
冊
（
メ
モ
帳
）
に
気
軽

に
メ
モ
が
わ
り
に
番
い
て
く
だ
さ
い
。

馨
薬
で
は
そ
れ
を
見
て
博
さ
ん
の
ご

要
望
、
こ
惑
見
に
そ
う
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

な
お
、
遠
賀
町
の
公
衆
連
絡
所
は
つ

ぎ
の
と
お
り
で
す
。

遠
賀
川
派
出
新
地
広

新
∴
町
－
∴
∴
水
」

遠
賀
川
駅
∴
∴
馴

木
　
守
　
　
　
証
的

別
　
府
　
　
　
有
田

今
日
質
　
　
　
井
上

広
∴
渡
　
　
　
河
野

島
∴
油
　
　
　
大
場

若
　
松
　
　
　
舛
添

尾
∴
峨
　
　
　
安
部

－
保
健
メ
モ
ー

お
そ
ろ
し
い
肝
硬
変

酒
は
百
薬
の
長
。
丑
部
の
あ
と
で

仲
間
と
飲
む
酒
、
晩
酌
の
一
パ
イ
。

適
度
の
ア
ル
コ
ー
ル
は
疲
労
回
復
や

気
分
転
換
に
は
も
っ
て
こ
い
で
す
。

で
も
、
や
は
り
飲
み
す
ぎ
は
禁
物
。

肝
硬
変
と
い
う
治
り
に
く
く
、
お
そ

ろ
し
い
碗
気
が
待
ち
か
ま
え
て
い
ま

す。
肝
硬
変
に
な
っ
た
肝
臓
は
か
た

く
、
表
面
が
凸
凹
に
な
っ
て
い
ま

す
。
進
行
槌
の
病
気
で
す
か
ら
、
放

っ
て
お
く
と
肝
脳
の
重
要
な
働
き
を

す
る
肝
細
胞
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い

き
ま
す
。
病
気
が
す
す
む
と
黄
症
、

腹
水
、
全
身
衰
弱
な
ど
の
症
状
が
あ

ら
わ
れ
、
回
復
す
る
こ
と
が
む
ず
か

し
く
な
り
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
と
肝
硬
変
の
関
係
を

示
す
い
い
例
が
世
界
の
肝
硬
変
発
生

状
況
で
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
第
一
位

尾
∴
噛
　
　
　
三
部
∴
勝
美

鬼
∴
溝
∴
∴
∴
岩
田
　
韮
敏

浅
木
駐
在
所
地
区

老
　
良
　
　
　
村
上
　
英
隆

老
　
良
　
　
　
添
田
　
利
光

浅
水
小
学
校
∴
脱
一
∴
∴
齢

浅
　
木
　
　
　
労
費
　
和
夫

出
生
津
　
　
　
大
村
　
正
己

出
生
津
　
　
　
毛
利
　
秀
浦

上
別
府
（
柁
園
）
安
藤
　
君
江

上
別
府
（
居
合
）
粛
　
　
万
年

虫
生
津
（
新
屋
救
）
毛
利
　
孝
輔

’
ヽ
－
－
茎
－
○
○
‘
’
．
－
－
ヽ
こ
ー
ー
ー
．
ヽ
′
ヽ
く
ー
ー
≡
－
．
ヽ
‘
ノ
ー
ー
＿
至
9
－
ヽ
′
ヽ
′
ヽ
．
呈
≡
ヽ
〔
′
ゝ
－

は
噛
ベ
ル
リ
ン
、
第
二
位
は
フ
ラ
ン

ス
と
い
う
よ
う
に
、
水
が
わ
り
に
ビ

ー
ル
や
ワ
イ
ン
を
飲
む
生
活
習
慣
が

肝
政
変
の
発
生
に
大
き
く
影
響
し
て

い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
日

本
は
第
十
二
位
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
戦
後
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
消
費
量

増
大
と
と
も
に
、
発
病
も
い
ち
じ
る

し
く
増
え
て
い
ろ
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

肝
硬
変
の
自
覚
症
状
は
ぱ
く
せ
ん

と
し
て
い
る
の
で
、
病
気
の
お
こ
り

は
じ
め
を
た
し
か
め
る
こ
と
は
な
か

な
か
で
き
ま
せ
ん
。
し
い
て
い
え

ば
、
食
欲
不
振
、
吐
き
げ
、
腹
が
張

っ
て
オ
ナ
ラ
が
多
く
出
る
、
下
痢
や

便
秘
、
疲
れ
や
す
い
な
ど
の
窪
状
が

続
く
の
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
好
き
の
人

は
、
い
ち
お
う
欝
戒
す
る
必
要
が
あ

る
で
し
ょ
う
。
ほ
う
っ
て
お
く
と
肝

臓
が
ん
に
な
る
こ
と
も
あ
り
早
期
に

治
殻
を
は
じ
め
な
い
と
危
険
な
病
気

で
す
か
ら
、
早
く
内
科
医
の
診
察
を

う
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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毎月1日は交通安全の日第3日曜日は家庭の日

月
の
税
金

固
定
資
産
税
　
第
一
期
分

軽
自
動
車
税
　
全
　
　
期

納
期
限
　
四
月
二
十
五

期
限
内
に
完
納
し
ま
し
ょ
う
　
ー

定
期
予
防
接
種
の

お

知

ら

せ

次
の
と
お
り
予
防
接
種
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
該
当
者
は
受
け
て
下
さ
い
。

諒

⑱
三
種
混
合

「　日時

四
月
二
四
日
（
第
一
日
）

六
月
四
日
（
第
二
回
）

六
月
二
五
日
（
第
三
回
）

時
間
は
い
ず
れ
も
十
三
時
－
十
五
時

二
、
場
所
　
邁
賀
町
公
民
館
ホ
ー
ル

三
、
該
当
者

生
後
三
ケ
月
～
六
ケ
月
の
人
お
よ

び
三
回
受
け
た
人
で
、
そ
の
後
十

二
ケ
月
～
十
八
ケ
月
に
至
る
人
。

⑲
生
ワ
ク
（
小
児
マ
ヒ
）

一
、
日
時
　
五
月
十
四
日
十
三
時
～
十
五
時

二
、
場
所
　
遠
賀
町
公
民
館
ホ
ー
ル

三
、
該
当
者

生
後
三
ケ
月
～
十
八
ケ
月
の
人

で
、
六
週
間
以
上
の
間
か
く
で
二

回
飲
ま
せ
る
。

⑲
母
子
手
帳
を
必
ず
持
っ
て
来
て
下
さ

予
防
接
種
の
当
日
は
朝
体
温
を
測
っ

て
、
子
供
の
健
康
状
態
を
調
べ
て
来

て
下
さ
い
。

…
〝
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
“
さ
．
〝
．
．
“
“
“
“
－
〝
．
〝
．
．
．
．
さ
．
．
さ
．
〝
．
．
9
．
．
．
．
－
」
－

m
心
配
こ
と
椙
皆
の
　
調

－
　
　
　
ぉ
知
ら
せ
　
i

四
月
の
心
配
ご
と
相
談
所
を
左
誼
の

と
お
り
開
設
い
た
し
ま
す
の
で
、
交
通

専
政
、
家
庭
内
の
問
題
、
そ
の
他
、
日

常
諸
問
題
の
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
御

自
由
に
利
用
頓
い
ま
す
。

記

日
　
時
　
四
月
二
十
四
日
（
火
）

午
後
一
時
～
年
後
四
時

場
　
所
　
町
公
民
館
ホ
ー
ル

相
談
員
　
民
生
委
員
、
保
護
司
、
人
櫛

擁
護
委
員
、
身
障
会
委
員
、

運
転
者
協
会
、
他

く
ら
し
に
役
に
立
つ

「
消
費
者
－
一
ユ
ー
ス
」

の
読
者
募
集

福
岡
県
消
費
生
活
課
で
は
、
4
8
年
度

の
「
消
讃
者
一
ニ
ー
ス
」
の
読
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
最
近
の
商
品
知

艶
や
テ
ス
ト
耶
報
な
ど
消
費
生
活
の
い

ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
を
と
り
あ
げ
た
週
刊

誌
型
4
ペ
ー
ジ
の
、
！
一
新
聞
で
す
。

毎
月
一
回
発
行
、
聴
講
料
は
無
料
、
県

か
ら
直
接
郵
送
し
ま
す
。

購
読
と
詩
聖
の
方
は
「
は
が
き
」

に
、
住
所
、
氏
名
、
年
令
、
職
業
を
書

い
て
〒
…
福
岡
市
中
央
区
天
神
一
－
一

福
岡
県
消
費
生
活
課

「
消
費
者
一
一
ユ
ー
ス
」
係

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

部
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
定
数

に
な
り
次
第
〆
切
り
ま
す
。

六
、
聞
合
せ
先

遠
賀
部
遠
賀
町
大
字
上
別
府
棚
番
幽

遠
賛
辞
光
園
　
Ⅲ
〇
九
三
二
九

⑨
〇
二
一
五
番

「
相
談
裾
引
雪
」

一

　

　

迫

真

に

つ

い

て

一

「
…
”
…
．
…
！
．
．
〝
．
．
．
！
”
！
〟
．
！
”
…
！
”
L

勧
年
度
身
体
障
害
者
訓
練
生
に
欠
員

を
生
じ
ま
し
た
の
で
次
の
と
お
り
追
募

集
さ
れ
ま
す
か
ら
希
望
者
は
応
募
く
だ

老
人
ホ
ー
ム
通
貨

静
光
園
職
員
募
集

一
、
職
踵
採
用
人
員

調
理
員
1
名
（
地
方
公
務
員
）

二
、
応
募
資
格

昭
和
1
3
年
1
月
2
日
か
ら
昭
和
1
8

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
れ
た
女
子

学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

三
、
応
募
先
及
受
付
期
間

遠
賀
静
光
囲
　
5
月
l
H
か
ら

5
月
同
日
ま
で

四
、
応
募
用
紙
の
交
付

遠
賀
静
光
園
（
郵
便
請
求
も
可
）

五
、
第
一
次
試
験

5
月
1
5
日
（
火
）
午
的
9
時

㈲
教
餐
問
題
　
高
校
卒
業
程
度

㈲
場
所
　
遠
賀
町
役
場

の
合
格
発
表
　
合
格
者
の
み
通
知

する。

第
二
次
試
験

5
月
2
2
日
（
火
）
生
駒
的
時

の
面
接

e
場
所
　
遠
賀
離
党
閲

さい、
L
募
集
人
員

洋
　
服
　
科
　
約
七
名

洋
　
裁
　
科
　
〃
九
名

即
事
彫
刻
科
　
〃
二
名

貌
∴
務
　
科
　
約
六
名

理
∴
容
　
科
　
〃
八
名

訓
練
期
間
は
一
ヶ
年

2
．
応
募
資
格

義
務
教
育
修
了
ま
た
は
こ
れ
と
同
等

以
上
の
学
力
を
有
す
る
身
体
緯
害
者

た
だ
し
、
ろ
う
あ
者
、
櫛
神
障
害
者

を
除
く
。

3
．
応
募
方
法

公
共
職
業
築
定
所
ま
た
は
福
岡
身
体

障
害
者
職
業
訓
練
校
に
こ
照
会
く
だ

さい。

4
．
願
書
の
提
出
期
限
等

S
頭
欝
提
出
期
限

福
岡
県
内
4
月
如
日

㊥
選
考
の
日
時
、
場
所

応
募
者
に
受
験
票
を
も
っ
て
通
知

し
ま
す
。

㈹
入
校
ロ

4
月
2
0
日
ま
で
随
時

「
星
置
浮
」

遠
賀
町
民
謡
会
で
は
次
の
と
お
り
新

ら
し
い
会
貝
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

芸
は
身
を
た
す
げ
る
と
申
し
ま
す
が
、

宴
会
な
ど
酒
席
の
堀
で
役
に
た
つ
と
思

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
多
数
の
入
会
を
お
待

ち
し
ま
す
。

記

一
、
稽
古
日

○
唄
の
郊
　
毎
週
火
陥
日
牛
後
七
時

半

○
蹄
の
郵
∴
〃
　
木
職
日
　
〃

○
邦
楽
の
部
（
三
味
線
、
尺
八
）

（
現
在
計
画
中
）

二
、
会
資
　
　
　
　
五
〇
〇
円

三
、
申
込
先
　
鬼
洋
　
二
村
八
郎
又
は

町
公
民
館

※
入
会
は
随
時
で
き
ま
す
の
で
稽
古

日
に
会
場
で
実
態
申
込
み
く
だ
さ

い。香

典

返

し

お

礼

次
の
方
か
ら
香
典
返
し
と
し
て
町
社

会
福
祉
協
議
会
に
こ
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
心
か
ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
ま
す
と
共
に
、
ご
遺
族
に
対
し

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
、
金
壱
封

段
　
幕
出
　
走
一
様

遭
賀
川
　
稗
田
　
勝
離
殿

故
　
吾
川
　
忠
雄
様

別
　
府
　
吉
川
美
智
子
殿

故
∴
森
永
i
　
鵬
八
嫌

出
仕
消
　
森
本
　
事
由
放

牧
　
田
中
　
政
則
桜

木
　
守
　
田
中
　
幾
代
臓


